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「１０の視点」を活用した分析例 

・国語は何を教えればいいか分からない。 

・場面ごとの読み取りから脱却できない。「全体読み」をさせるための指導計画をどのように立て

ればよいか分からない。 

・児童生徒が主体的に学ぶために、どんな発問をすればよいか分からない。 

そんな悩みを持っている先生方も多いと思います。そこで、「教材研究の仕方」と「単元構想シー

トの作成」を通して、授業を見直しましょう。 

文学的文章の授業づくり（その１） 
「教材研究の仕方」 

文学的作品を分析的に捉える「１０の視点」 

Ａ 作品の設定 

①時と場所 

②中心人物 

〔作品の中で最も変容した人物〕 

③対人物（対象人物） 

〔中心人物に影響を与えた人物〕 

④語り手 

〔一人称視点、三人称視点〕 

Ｂ 中心人物の変容 

⑤はじめの中心人物 

〔出来事が起こる前の気持ち〕 

⑥おわりの中心人物 

〔出来事や対人物との関わりによって変容した気持

ち〕 

Ｃ 作品の構造 

⑦事件の発端 

〔中心人物の変化のきっかけとなる事件や出来事〕 

⑧山場に向かう場面 

〔中心人物の成長につながる出来事や情景〕 

⑨山場（クライマックス） 

〔中心人物の気持ちが大きく変わるところ〕 

Ｄ 作品の主題 

⑩作品が一番語りかけてくること 

「１０の視点」を活用して中心人物の変容や作品の構造を分析することで、この教材で児童生

徒に捉えさせたいことが明確になります。みなさんも、「１０の視点」を活用して教材研究を行っ

てみてください。 


